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令和2 • 3年度 国外派遣研究員として実施しました研究について、 下記のとおり報告

いたします。

記 ..,

1 派遣期間 （期間延長のある場合は含めて下さい）

．．．．．．．愈租．．．g焦．．．．10月．．．．．．1.且．．．から．．．．．倉和．．．．．．．．4．里．．．3．見．．31..H．．．．．ま翌．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

．．．．．．．．寒際咬出国且．．」狂毛．．．．昼且．．．10．且．．．．．．．同帰国且．．．．4年．．．．．3月1.6月．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．

2受入先研究機関など

フランス司法省行刑局 研究と社会イノベーションラボ••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••·••••••••• 

········z．．ど．烈••之．セど．パ．7．ぞ遷．．：． ．了衣烹．ど召．太学． ．．．太陸祷．ど吝烹令咬効果に関す ．る法学研究セ

ンタ ー

．．．（易瓦．．烹．どを太党と記載）．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．

3研究目的

．．．．．．．金回．の在夕｝研究．i点担ける研究且的昼．、・・・ヴ．7.見登．．ラス？．セな刑務所坦所者等の社会復帰支援

烈あり．力.索に．？．し．、文．ヽ ．蛍事煮．と衷援煮幻．）立饒．且布点．？烹．乞忍と．しぶ立軸．ヽ ．狸諭点寒践点いう． ．

軸の3つの軸に基づき、•••明らかにオ歪．こと翌．あな．．．こ．び研究樗、…［社会復帰」概念咬明確化を且

指すふ．の度はな．しぶ．．．社会復帰｝．こ．楼内心の変化．も含まれ．うゑ．こと．に留意．しながら．＞．．．判所煮等が社

会で．．［更に生き．文恥ふ．匠更生）•J．．．．こ点を衷え．る生活基盤．咬構築．．．．再構築に焦應．を当．文文．し沿．Q..

本研究では、．．．こ．の点に？．し．：文議諭．空衷践烈蓋積がある．7．烹ど．吝焦制度．、．．．諸統計．ヽ．．寒態調査．ヽ ．理

論研究を行ったQ................................................................................................................................
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4派遣中の研究概要（続）

·…衷態調査に2V--、文スク忍王て化等烈調整を＿ーし図し＿‘_歪間｝あ遇lにて度開催され文陀た同芝巫

烈会巖、＿保健省··こ司焦省文構成き札委菌齢閣所煮衷援しこ関内益夏二ぎンダダ！ーセてズの会議、＿＿＿司．

法省職員対象烈オど烹1ーど研修笥に参加＿し·‘ーーースラ之笠烈刑事族＿こ刑事煎策に関するよ·＿りーズ之チ

茫万庄‘

ーな情報烈入毛tこ努烈た，…また＞＿＿＿同烹巫咬研究成愚咬旦杢語訳に着壬＿ーし＿、ニニ部を国学院痣

党59登，＿登にお虹文公nl_·しな·-(R.BE_QQUE昆宏田恵羨訳＿＿＿［スラと忽におけ＿る＿囲犯概念に関オ

歪研究烈gQ_年」）ー，＿食煎l·_3ー一生9月以降枯、＿＿実態調査を行k\、Z豆ど＿吝開内＿の各種刑事＿施設＞＿＿裁判

所＿·（刑罰適用熱判宜）ギ保護観祭所笠を訪問恥よ冗見ど忍調査を行？＿f五歪こ宝得ら·れ左内容．

については、＿＿全租4年9月に再度渡仏ーーし)_＿＿行刑局長烈煎惹旦頭匁烈報告をオ桑と点もに、＿紅刑．

局の第要ーに研究仁ゴこ＿（·仏語）·-ーとし文掲載ずゑ予定翌ある，…………………………………………………··

③…烹·ど忍太党における理論研究＿＿ー（倉和＿堕毛10月＿了倉和--4-生登月）心………………………――------·-­

令和見生__10月から金租生年登且忠交、ー．上記＿司緒省度の研究と並行し文、二乞ど忍大学で

H囮脳QG位VANSーー教授と点も峠、＿ ＿理諭研究を行2た，＿＿＿まず」＿＿週に2回＿、―-同教授が担当主益犯罪．

学烈講義（條士課程1ー一年生向け…没年生即む·ー使用言語はス芝ど吝隔•一＿英語）＿＿ーを受購＿ ーした，＿ふわ

え応ー＿定期的図乳教授点已衷態謂査から得ーーられた知見に叫立意見交換を行立点とぷ巳歪．

烈衷践に関ずゑ根拠条文の解釈や判例ーー、＿＿＿近時の議論状況·につ杓文｝ー一＿助證を得如揺恙らーに、＿含煎l.

見年·_1_·盆月ーにiーも同教授が主催Tゑ研究会にお＿しど応」1本の刑罰制度および犯罪者処遇につい

て研究報告を行ーった，··…………………-·····----……………………--------·-------………………………………………

…ーーまたー、·限l＿教授ーとは杢研究課題以外にも＿、·_意見交換蛮往しぶ…歪こ＿梵得られた知見をも上に諭

文金執筆し文いるふ＿＿例えば、＿烹芝ど忍の刑務所＿tコ担ける新型ヲ円丈甕幻虹を感染症対策と昂撹l.

釈放に一つ炉文撲、＿＿且杢語交諭文ーを執筆＿し＿、―-国学院法学＿59＿一巻＿4号に文公表＿ーした＿·（宏田應羨＿＿［新型

烹巴方吃立セ吝感染症対策点し図の星期釈放制度活用咬可能性」）心また、］罷靱Qg：黙AN-S教

授にーーくねえ、…恥コセ太党の--M.BnN且QULIQH粒教授担よ登見ご庄大学病院所展咬臨底心理士x

Q!yAND一阻BS-TUKI⑰N氏の協力を得ながら·＞ー―-高齢煮犯罪および刑務所阻処遇翌旦仏比較に関

主歪仏語諭窯烈執筆に着手＿した＿＿·（現在も＿執筆作業を続け図陀歪）ふ…………………………………………•
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5 その他の活動

． ．脈濃機関屯には＿に上記研究に＄生洪．、．易王の研究活動を行2年．．一

…Q)-…刑務所内にお枕る人どだ！＿ピ令＿／囮を乞了二特伍自殺対策てーに関する研究＿――--------------------------·

--—ースラとでーにおける寒賎を知＿？席＿こと金契機と＿に応且杢役共同研究煮と協働し＿‘.且杢咬然

況ーを調べた点こな且杢の刑務所内四志猿神疾患乙精紳臆度；ーいを有す歪と診断きれた煮に対．

ーし＿文悽、＿＿医療刑務所笠ーを生心に＿治療免行われ芯しぶ歪枢、＿＿歪咬他烈受刑煮烈左ど烹！ピ仝！ピを生万

については＿兄ほと＿んど衷践がなし＿ゞ·ーーとが分か＿？た，＿＿＿そこ怠＿ーヌ芝ど冬但衷践＿や国際準則＿、＿＿歪し

て精神看護の領感にお枕忍メ＿＿どークル公遇笠ク万人と＿：り＿＿わけ蚕死念慮がある人令のク了＿）＿＿ーの艤諭

ーをまと翌）ー、ーーーリニZーピ‘2.ートーーを作感¥·現在」＿＿地城生活定着衷援七之クニや保健所＿等に配布し芯いる＿Q

＠＿＿•-金澤襄理ょ宏阻恵羨＿．―-高橋康史絹＿＿『再犯防止から社会参加仝』(2og1)ーに関丈委研究報告＿＿

2021 年1月に出版し席本豊咬内容につ丸‘＿文、＿＿犯罪一社会学会報告翌且杢にお虹文開催された各種

研究会で報告をオンラインで行った。••••••••••••••·•••••·•••••••••••·••·••••·•·•••••··••••·••••·•••••··•·••••••·•••••••••••••••••··••••····•••••···•••·····•·•••· 

6 今後の研究計画

＿•-金後歴＞＿＿＿杢研究プ只芝王久杞？ズウ士ズ‘え＿トーーに即丈文、＿―＿①補充調査烈寒薦、」裂諭文等烈熟

筆＞＿―＿③旦照惹咬研究報告ーを行恙＿ーとりー一虹む＿禽）＿＿•一塁）ーにつ松文枯、＿＿＿＿旦杢語のみなら尤、＿＿之豆と忽

語でも行う＿＿ことを予定＿し＿文いる＿Q_＿＿まず昼＿ヽ ---9月ーに行刑局長咬面煎惹研究報告ーを主益こーーとが予定

されているため）それに向けて準備を行っている。•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••·••••••··•••··••••••• 

7感想・所感

＿＿＿＿新型＿竺旦カウ歪／＿屹＿吝感染症対策＿咬関係怠＿＿＿当初烈予定よりも太幅に渡仏＿が遅れ、ー 一度ゃ滞在

期間も短＿くなった,Q__ ::匂習訊似＿·免窟し文松な研究活動を行立ことが翌＿きず＿、＿＿計画＿を太き＿く修正

せざるを得な力と社盟恙捻心残＿りー 一度あ＿る＿Q_＿＿＿しか＿ーしなが＿＿ら＿、•-大学での研究が困難な状況であったか

ら．．こ．全．．豆l蘇省往刑屍．で．咬研究が実現．し点と．いう甕情もあな．また．ヽ ．．同局烈．協力金得愁行．？．な

謂査昼．ヽ ．．当初．で控塞現杢可能．である．と思われ文．陀たも．璧夏ありー ・ ．ヽ．歪．窃意味叫ぶ．太きな9.t圃 ．の．

変更があ2たも腔．のー、—·変更·しーたから·ーこ歪得らーれた知見、屯多ど‘.o·ょぎらにー、…令回烈滞在宝つながり··

·を持？倉甕門家··ー（研究煮、··寒務察等ータ）··ーとは合後も一共同研究を行ー立予定交あり～·ず窯に共著窯

の論文執筆作業を進め匁附ゑ，…含回烈滞在交や見残しなこ·ーと撲坐な--<_jはな陀力ぶーーー今後の研究活

動の土台を固めることができた。-- - - - -- - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - • • • - - -• • - - • • - - - - • - • - - • - - • • - • - - - - - • - - - • - • • - • • • - • - • - - - - • - -• - - • • • • - • - • - - • • - • - - - 0 - • - - 0 -• • • • • - • 9 0 • • - -... • -- • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • 
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